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あらまし：本稿では臨床検査技師国家試験対策・医用工学ＬＭＳの開発と評価について論述している。特

に、臨床検査技師国家試験対策・医用工学 LMS が基本的に少ないのとその割には大学、大学院含めた臨床

検査技師養成校の最近、需要急増に対して該養成校ばかりでなく、人材不足がさけばれて久しい状況にあ

る、このような背景のなかで、該国家試験対策・医用工学 LMS の開発と評価をしたのでここに論述する。 

キ－ワ－ド：臨床検査技師国家試験、医用工学 LMS、医療工学機器、医療検査機器、臨床検査技師養成校 

まえがき：我が国はもとより、世界的な医療機器

の急速な進歩はわれわれの想像をはるかにこえた

勢いでまた、隣接領域までも開発・製品化が進ん

でいる。その基本技術となるものは材料科学、エ

ネルギ-、情報の３つの基幹技術といわれている。

その発展形はＣｏｍｐｕｔｅｒＮｅｔｗｏｒｋの

結晶となり結実される。 

医療分野においても例外でなく、ダンサオジング、

高信頼性、経済性、高速性などの面において日進

月歩に開発・製品製は進んでいる。このような背

景のなかで、新しく、臨床検査技師養成向けＬＭ

Ｓと臨床検査技師養成向けシミュレ－ション支援

システムを開発・運用・評価を得た。（１） 

１.臨床検査技師養成・教育の現状と背景 

わが国ばかりでなく、全世界の人口が急激に増加

しつつ、かつ、高齢化が進み、経済的、社会的な

面で様々な影響が懸念される。そのような社会的

な、医療的な側面から、経済界、産業界、学

会などから様々な提案がなされ、それに対する

様々な回答を各界からなされている。 

医療工学機器、医療検査機器など最近、急速な発

展も半導体工学、コンピュ－タ＆ｎｅｔｗｏｒｋ

技術の発展と相いまって、かつて無いほどのスピ

－ドで開発・製品化が進んでいる。 

臨床検査技師向け機器の開発も含め、最近、医療

機器の開発はスピ－ドばかりでなく、最小化（ダ

ウン サイジング）、廉価性（経済性）信頼性 高

速情報処理性が改善されている。 

したがって、これらに対応しうる教育者・保守者

の育成・養成は苦慮しているのが実情である。そ

こでこれら問題に対応できる臨床検査技師養成に

おける教育支援システムおよび、ＬＭＳを開発し

たので、ここに報告する。（２）（３） 

２.調査項目 

２．１ 臨床検査技師向け機器の開発 

まず、筆者らは 臨床検査技師養成受講生がど

のような、属性・バックグランドなどをもってい
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るかも含め、次のような調査項目より調査した。 

２．２ 臨床検査技師養成向けシミュレ－ション

支援システム 

臨床検査技師養成向けシミュレ－ション支援シ

ステム開発例を図１に示す。 

図１．属性・バックグランド調査 

放射線物理半減期過渡現象 

放射性物質は He2
4

核または電子を放出して、崩

壊していく。そして、最初にあった原子核数が半

分になる時間を半減期という。半減期を T、最初

の原子核数を 0N とし、時間 t のときの原子核数

を Nとするとき、公式
T
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= が成り立つ。

つまり、時間 T ごとに原子核数は半分になる。 

それをグラフにすると次の図８のようになる。     
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図２．半減期過渡現象 

３.結果 

３．１ 臨床検査技師養成向けＬＭＳ 

ａ 図２より、受講学生はＬＭＳやｎｅｔ、動画

には非常に興味関心があることがうかがえる。 

ｂ 受講学生は必ずしも該試験を受験するという

ことでな、受講者本人も絶対に受験するとは限ら

なく、いわゆる受験するかを迷よっている受講学

生もいるようである。 

３．２ 臨床検査技師養成向けシミュレ－ション

支援システム 

ａ 臨床検査技師養成向けシミュレ－ション支援

システムは媒体が紙でなく動画である。一方、受

講学生は該事象を時系列的・体系的・動画的にみ

ることができるため、受講学生は関心が高く、理

解ももはやいとおもわれる。 

ｂ ＯＰ ａｍｐ、ＣＲ回路、演算増幅回路にお

ける過渡現象など学習項目で最も重要で分かりに

くい積分領域、微分領域などは、臨床検査技師養

成向けシミュレ－ション支援システムにより、時

間軸で積分・微分するところが可視化（見える化）

になるので、受講学生の理解が早まる。 

考察 

今後は臨床検査技師養成向けＬＭＳ、臨床検査

技師養成向けシミュレ－ション支援システムによ

り、理解度などを定量的に測定し、臨床検査技師

養成教育の一助としたい。 
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アンケート集計（個別）

回答
質問１

（e-learning）
質問２
（利用）

質問３
（インターネット）

質問４
（好き）

質問５
（物理）

質問６
（本など）

質問７
（絵など）

質問８
（授業）

1 1 2 0 0 0 8 6
2 1 1 0 0 0 0 2

3 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 2 0 0 0
5 5 0 5 0 8 0 1

回答
質問９
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質問１０
（従来）

質問１１
（電気工学）

質問１２
（動画）

質問１３
（説明）

1 0 5 8 1 0

2 6 0 3 1 0
3 0 0 0 2 0
4 0 2 1 1 0
5 0 4 2 4 14

教育システム情報学会 　JSiSE2016

2016/8/29-8/31第41回全国大会

― 320 ―




